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● 毎月最終金曜日の21時～22 時、「お母さん業界新聞ワイワイ公開編集会議」をオンライン開催中。参加希望者はお母さん大学へご連絡を。Zoomアドレスを送ります。今月は 5/27。新聞を読んでから参加してね。
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百万母力
広告大賞

生まれた町にも、お母さん業界新聞

お母さんコピーライター　植 地 宏 美
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イラスト：石坂 香 協力：一般社団法人日本記念日協会

5 月 9 日は「黒板の日」
▶全国黒板工業連盟は、黒板の有効性を再確認する日として
記念日を制定。日本の黒板生産量は減少の一途を辿り、ホワ
イトボードや電子黒板を常用する学校が増えている。だが黒板
には黒板の良さがある。「漢字のとめ、はね、はらいはホワイ
トボードでは表現しきれない。黒板なら強弱もはっきりと表現
できて、文字を学ぶ初等教育には適している」とは、1、2 年
生の教室に従来型の黒板を導入したある学校長の言葉▶日学
株式会社主催の「黒板アート甲子園 ®」。黒板をキャンバスに学
生たちが伝えたい気持ちや大切な思い出を作品にし、年々盛
り上がりを見せている。コーポレートメッセージ「Face to Face
－書けば伝わる、共感する。」を象徴するイベントだ▶黒板に
郷愁を感じる人も多い。黒板に向かう先生の背中、黒板をひっ
かくキーッ音、黒板に書かれた相合傘、パンパンはたいた黒板
消し、黒板の板書をサボって友だちに借りたノート…当時の気
持ちや光景が蘇る。黒板は永遠のメディアといえるだろう。（青）
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　妻や子どもたちはいつも絵を描いていますが、今日は初めて一緒に描く
ことに。描きながらテーマを話したり、お互いの絵を褒め合ったり、こん
なに楽しめるとは思いませんでした。一年に一度、みんなで描く日を決め
て、成長の記録にしたいなぁ。（大迫真己人）

　結婚を機に埼⽟から横浜へ。当時は職場
と家の往復だけで、地域とは全く関わりが
ない中での出産でした。
　初めての⼦育ては苦労の連続。息子が⽣
まれてからは娘の⾚ちゃん返りとイヤイヤ
期が重なり、何をしてもうまくいかず…。
⼦ども優先の⽣活は息苦しく、落ち込んだ
時期もありました。でも、ある時から⾃分
を満たすことを優先してみたら⼼⾝ともに
楽になり、余裕を持って⼦どもにも対応で
きるようになりました。
　団地に住み始めたのは 10 年前。息子が
幼稚園に⼊園した 5 年ほど前から、独学で
絵を描き始め、絵を通じて地域活動にも参
加するように。以前、影絵作家の先⽣のも
とで絵本制作に携わっていたこともありま
した。⼦どもだけじゃない世界を持つこと
が、私にとってはとても⼤切だったと思い
ます。
　地域の活動をしていると、⾃然と多世代
でつながります。同世代だけでなく⼈⽣の
先輩の話はタメになり興味深いです。地域
に顔⾒知りが増えれば、たとえば⼦どもが
泣いても “ 騒⾳ ” ではなく、「今⽇も元気ね」
とやさしく声をかけてもらえます。
　ここは駅から近く緑があふれ、公園もた
くさん。安⼼して⼦育てできる環境からは
なかなか離れられません。これからも⾃分
のできることで地域に貢献し、あたたかい
つながりや循環が⽣まれ、それが⼦どもた
ちにも伝わるといいなと思います。　

（大迫志保）
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こくみん共済 coop　　お母さん大学
「 “ 孤育て” をなくそう」プロジェクト

お近くの窓口はこちら▶

オンライン（パソコン・スマホ）でも保障相談
いただけます。詳細は当会ホームページから

つながり
信 頼

地 域
自 然

お 母 さ ん が 笑 顔 に な る 賃 貸 住 宅

子育てコミュニティが

自然に生まれる

「子育て共感賃貸住宅」です。

旭化成ホームズ × お母さん大学の
共同開発によって誕生した「母力」。
お母さんたちの声をカタチにした、
みんなで子どもを見守り育てる住宅です。

旭 化 成 　 母 力

H E B E L  M A I S O N

共 感

● 十円玉の製造枚数が 20 年前の 2 割になると財務省が発表した。キャッシュレスやネット通販で小銭を触らない社会になりつつある。貯金箱にチャリ～ンと入れる音も消えていくのか。（宇賀）

MJプロ養成講座受講生募集中！

お母さん大学 MJ プロ本部（株式会社お母さん業界新聞社） 　
横浜市神奈川区大野町 1-8-406　info@30ans.com　045-444-4030

オンライン

　　詳細・申込み▶︎
https://www.okaasan.net/mj-pro/ 

MJ プロとは「お母さんの笑顔」で未来をつくる人。
さまざまな社会課題を解決していきます。

■時間とカリキュラム
1 時限目 / 基本　  9：00 ー 12：00
　MJ プロとは？　子育て社会を考える
　母としてペンを持つこと
2 時限目 / 文章　13：00 ー 16：00
　伝わる文章を（ライティング・テクニカル）
3 時限目 / 企画　18：00 ー 21：00
　新聞・企画書・プレゼンの実践

■受講料
・一般　23,000 円
・お母さん大学生（定期購読者）　15,000 円

【５月】  ５月 21 日（土）

● 「母の日」に似た「マザーズ・サンデー」という日が、17 世紀のイギリスにあったとか。その日、出稼ぎの人たちを母と過ごすため里帰りさせていた。いつの時代も世界中で母の存在は大きい。（安達）

百万人の夢宣言

　3 児（中 1、小 5、小 1）のシングルマザーです。現在、
久留米市にある古賀国際看護学院の 3 年生として勉強に
励んでいます。独身の頃は海上自衛隊の自衛官でした。
　結婚して辞職。離婚して事務職も経験しましたが、
もっと人の役に立つ仕事がしたいと思ったのです。1 月
に他界した父が肺疾患で、自宅で看たいと思っていたこ
とと、持病を抱えた子どもたちを自宅でケアしたいと
思ったことが、看護師を目指すきっかけでした。
　経済的な不安もありますが、今は給付金や奨学金を利
用させていただいています。
　長男は自閉スペクトラム症（ASD）と注意欠如・多動
症（ADHD）。根はやさしいのですが、自分の気持ちを表
現するのが苦手で、感情コントロールができず衝動的に
なってしまうことが一番の悩みです。
　また長男・次男ともに先天性の腎疾患を、次男はさら
に心臓の弁が一つ足りないという心疾患を抱えています。
　腎疾患は腎性尿崩症という指定難病ですが、これとい
う治療法はないため、経過観察中。多尿の症状があり、
毎朝 4 〜 5 回洗濯をしないといけません。
　今は子どもと向き合う時間があまりなく、申し訳なさ
もありますが、3 人とも応援してくれているのが唯一の
救いです。国家資格に合格しないと家族が路頭に迷って
しまいます。かわいい子どもたちのためにもあと 1 年、
しっかりと勉強をがんばりたいと思います。（文・池田彩）

看護師になって
人の役に立ちたい

碇  愛 さん（久留米市）

　「百万人の夢宣言」コーナーに掲載された方に、いつで
もどこでも飲めるアルコール 0.00% のノンアルコール・
ビールテイスト飲料「キリンゼロイチ」（350ml 缶 24 本入
1ケース）をプレゼント！ 車の運転前や妊娠中などアルコー
ルが飲めない時や行楽などのさまざまなシーンでお楽しみ
いただけます。●キリンビール（株）横浜支社提供
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2022 年 7 月 30 日「お母さんが夢に乾杯する日」30 周年に向け
「百万人の夢宣言プロジェクト」を推進中。毎週金曜日 21 時～、

Clubhouse「お母さんが夢を語るルーム」を開催しています。誰か
の夢を聞くだけで笑顔になれます。お気軽にご参加ください。

Work Style ▶掃除、料理、ハウスクリーニング、ペットケ
アなど家事代行／ 1 日 5 ～ 6 時間勤務（うち 1 時間休憩）/
土日祝日休み

＊どんなお仕事ですか？
　ミッシェル・ホームサービスは家事代行サービス
の会社です。私はスタンダードプラススタッフとし
てお客様宅を訪問し、お料理やお掃除、お片付けな
ど家事全般を行っています。さまざまなご要望にお
応えすることを目指したフルオーダーメイド型サー
ビスのため、必ず事前に担当マネジャーが訪問（ヒ
アリング）し、個別の提案をさせていただきます。
専門知識を持つトレーナーのバックアップ体制や研
修もあり、質にこだわったサービスを行っています。

＊仕事の楽しさややりがいについて教えてください
　出産後、将来にわたって続けていける仕事は何かと
考え、家事が好きな自分を生かしたいと、ミッシェル
で働き始めました。お客様の専任スタッフとしてお仕
事をするので、回を重ねるごとにお客様と信頼関係を
築くことができ、やりがいにつながっています。　
　初めは心身ともにお疲れで、すがるように申し込
んでこられるお客様も、仕事を続けていくうちに、
お部屋が整い、お顔（表情）まで明るく変化してい
きます。家事という生活の一部を共有させていただ
くことで、まるで家族のように思っていただけるこ
とがうれしいです。

＊仕事に子育ての経験は生きていますか？
　決められた時間の中での家事の段取りや、相手の
立場になってコミュニケーションを行う部分では、
子育ての経験が役に立っていると思います。
　お客様といい関係を築いていくためには、思いや
りと、何を求めているかを想像することが大切だと
思います。

＊仕事と家庭の両立で意識していることは？
　社長以下、社員全員が女性。「女性が働くことを
応援する」というスタンスの会社です。
　出産前は「直前まで仕事を続けたい」という私の意
思を尊重、「万一転倒したり、具合が悪くなったりし
てお客様に迷惑をかけてはいけないから」と社員同行
のもと、ギリギリまで働かせてくれました。
　復職後も無理のないスケジュールと万全のサポート
体制で、急な子どもの発熱などにも対応していただき、
助かっています。
　笑顔のお母さんでいたいから、「一人で抱え込まな
いように」と心がけています。その分、子どもが大き
くなったら、会社に貢献していきたいと考えています。

＊子どもたちに伝えたいことは？
　やさしくて子育てに協力的な夫。近くに住んでいる
夫の両親にもいろいろと助けてもらっていて、とても
感謝しています。夫とは「この子たちを育てるチーム
になろう」と話し合って決めているので、子どもたち
にも「どんなときもパパとママ（チーム）が見守って
いるよ」と伝えていきたいと思います。
　幸せを感じるのは、子どもたちとお菓子づくりをし
ているとき。衣食住がそろっていてごはんが美味しい
…当たり前の日常の大切さを感じてほしいし、「ここ
が安心して帰れる場所」と伝えられたらと思います。

取材 / 植地宏美

本社にて技術研修中本社にて技術研修中

いかり     めぐみいかり     めぐみ

わた し ごと
ミッシェル・ホームサービス株式会社

スタンダードプラススタッフ   佐野啓絵さん

大惺（だいせい）くん 4 歳
恒成（こうせい）くん 2 歳

お掃除で、暮らしと心を
整えるお手伝い
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議
。
そ
れ

ゆ
え
ス
ク
リ
ー
ン
の
中
の
女
性
た

ち
に
、
こ
と
さ
ら
感
情
移
入
し
て

し
ま
い
、
涙
が
こ
ぼ
れ
る
場
面
も

二
度
、
三
度
…
。

亀
山
監
督
だ
か
ら
こ
そ

　

映
画
で
描
か
れ
て
い
る
の
は
、

上
司
や
夫
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
不
具
合
な
ど
登
場
人
物

た
ち
の
等
身
大
の
日
常
だ
。

　

自
身
は
独
身
で
、
お
母
さ
ん
で

は
な
い
。
そ
ん
な
亀
山
さ
ん
が
、

こ
こ
ま
で
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ

る
場
面
を
な
ぜ
？
と
い
う
疑
問
。　

4 月、従業員に育児休業の制度を周知し、取得の意向確認を義務付ける、
改正育児・介護休業法が施行された。子育てをしながらの共働きは、妊娠・
出産をする女性への負担が、どうしても大きくなってしまう。さまざま
な子育て支援の制度が充実する中、子育てを取り巻く環境は一体なぜ変
わらないのか…。現代社会の働く女性の悩みと葛藤を描き、ママたちの
本音に迫る映画『マイライフ、ママライフ』を鑑賞後、監督に話を聞いた。

（レポート / 植地宏美）

©2020「マイライフ、ママライフ」製作委員会

配給：ムービー・アクト・プロジェクト
監督・脚本：亀山睦実
脚本監修：狗飼恭子
出演：鉢嶺杏奈、尾花貴絵、水野 勝、池田良、柳英里紗、中田クルミ

　　　     働く女性の葛藤を描き、
両立に悩む女性を応援する映画

『マイライフ、ママライフ』

監督・脚本　亀 山 睦 実 さん

　
「
描
き
た
か
っ
た
の
は
、
マ
マ
た

ち
へ
の
取
材
で
見
え
て
き
た
現
実
。

特
に
、
言
葉
に
は
な
ら
な
い
よ
う

な
悩
み
の
部
分
で
す
。
言
え
ず
に

我
慢
し
て
、
結
果
、
爆
発
し
て
し

ま
う
女
性
の
感
情
。
一
緒
に
暮
ら

し
て
い
て
も
『
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と

の
こ
と
だ
か
ら
』『
私
が
我
慢
す
れ

ば
う
ま
く
い
く
』
と
抑
え
て
し
ま

う
こ
と
が
多
い
と
知
っ
て
驚
き
ま

し
た
。
私
自
身
は
言
い
た
い
こ
と

を
言
え
る
環
境
で
生
き
て
き
て
、

登
場
人
物
た
ち
が
抱
え
る
息
苦
し

さ
と
は
無
縁
で
し
た
の
で
。
自
分

の
意
見
を
し
っ
か
り
伝
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
社
会
に
す
る
こ
と
が
、

自
分
ら
し
さ
に
一
番
必
要
な
こ
と

で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
」。

　

も
し
も
亀
山
さ
ん
が
お
母
さ
ん

だ
っ
た
ら
、
思
い
が
募
り
過
ぎ
て
、

あ
る
い
は
自
身
の
ケ
ー
ス
に
縛
ら

れ
過
ぎ
て
多
様
な
人
々
の
複
雑
な

気
持
ち
を
こ
こ
ま
で
表
現
で
き
た

だ
ろ
う
か
。
あ
る
ま
ま
を
客
観
的

に
映
し
出
せ
た
の
は
そ
う
い
う
こ

と
だ
っ
た
の
か
、
と
納
得
し
た
。

自
由
に
選
択
で
き
る
人
生
を

　
『
マ
イ
ラ
イ
フ
、
マ
マ
ラ
イ
フ
』

と｢

、｣

を
付
け
た
意
味
を
、｢

自

分
の
人
生
と
、
母
親
と
し
て
の
人

生
が
分
断
さ
れ
た
も
の
で
は
な

く
、
地
続
き
で
あ
る
こ
と
を
表
現

し
た
か
っ
た
」
と
亀
山
さ
ん
。

　
「
子
ど
も
が
で
き
た
ら
人
生
が
変

わ
っ
て
し
ま
う
、
自
分
ら
し
く
い

ら
れ
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う

人
も
い
ま
す
が
、
全
く
別
の
人
生

に
な
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今

ま
で
自
分
が
歩
ん
で
き
た
地
続
き

の
中
で
、ま
た
違
う
要
素
が
加
わ
っ

た
こ
と
で
生
き
方
や
考
え
方
が
変

化
し
、
よ
り
人
生
が
楽
し
め
る
と

い
う
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」。

　

こ
う
も
話
し
て
い
た
。「
仕
事

と
育
児
の
両
立
に
は
、
時
間
、
体

力
、
お
金
と
、
多
く
の
問
題
が
あ

る
中
で
、
最
も
切
実
だ
っ
た
の
は
、

子
ど
も
へ
の
思
い
。
そ
し
て
『
本

当
に
こ
れ
で
い
い
の
か
』
と
い
う

自
分
へ
の
問
い
か
け
。
そ
こ
を
大

切
に
表
現
し
た
か
っ
た
の
で
す
」。

　

共
働
き
、
シ
ン
グ
ル
、
ス
テ
ッ

プ
フ
ァ
ミ
リ
ー
…
多
様
化
す
る
家

族
。「
子
育
て
や
働
き
方
、
家
族

の
カ
タ
チ
…
自
分
ら
し
く
自
由
な

選
択
を
、
肯
定
し
合
え
る
世
の
中

で
あ
っ
て
ほ
し
い
」
亀
山
さ
ん
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
心
に
響
く
。
こ
れ

か
ら
の
「
女
性
の
生
き
方
」
を
考

え
る
映
画
と
し
て
お
す
す
め
だ
。

ストーリーと解説
　結婚から 3 年、仕事に熱中し、夫婦での生活を楽
しむ綾（30）と、2 人の幼い子どもをほぼワンオペで
育てながら働く沙織（30）。2 人が出会うことで、それ
ぞれが抱えていた苦しみが露呈し、自分自身と向き合
うことに。2 人の周りにいる結婚しないことを選択す
る女性、子育てをしながら仕事をすることに不安を感
じる女性、さまざまなライフスタイルの交錯を描きな
がら、ジェンダーギャップ指数 120 位の日本の現実を
描いた映画。第 14 回田辺・弁慶映画祭観客賞受賞。

MJ レポート

　2021 年、働く女性の声からクラウドファンディングを経
て制作され、圧倒的な共感の声を集めた映画『マイライフ、
ママライフ』。改めて今春、劇場公開後、映画配信サイトで
のオンライン鑑賞が可能になった。詳細は映画公式 HP にて！

● 映画配信サイト「バーチャルシネマ」
● 公式ホームページ　https://mymom.mystrikingly.com/

NEWS  



＜ 5 ＞　2022 年（令和 4 年）5 月号 2022 年（令和 4 年）5 月号　＜ 4 ＞         百万母力の子育て情報紙 百万母力の子育て情報紙

● 東京 2020 オリンピック・パラリンピック大会で金メダルを獲得した日本代表選手にゆかりのある地域の郵便ポストを金色に塗り替えた「ゴールドポストプロジェクト」、全国に 79 個（3/29 現在）。（植地） ● 長編ドキュメンタリー映画『オードリー・ヘプバーン』が公開される（5/6 ～）。「子どもより大切な存在なんてあるかしら」と、ユニセフ親善大使を 5 年間務めた彼女。愛の重要性を学ぼう。（池田）

特集

いつだって、お母さんの笑顔が見たいから
好奇心のかたまりの子どもにとって
お手伝いは、本気モード
楽しそう、やってみたい…
できそう、やってあげたい…
やる気スイッチが入ったときがチャンス

「ありがとう」は忘れずに

家
族
の
た
め
に
役
立
つ
こ
と
を

　

わ
が
家
で
は
、
家
事
は
で
き
る

人
が
で
き
る
こ
と
を
や
る
と
い
う

認
識
で
す
。
朝
が
弱
い
私
は
夕
方

の
塾
の
お
弁
当
は
つ
く
り
ま
す

が
、
長
女
の
お
弁
当
づ
く
り
は
夫

が
や
り
ま
す
。
夜
も
私
が
仕
事
の

と
き
は
、
子
ど
も
た
ち
が
自
分
で

料
理
を
し
ま
す
。
と
は
い
え
子
ど

も
た
ち
は
自
分
の
好
き
な
こ
と
に

集
中
し
て
し
ま
い
が
ち
な
の
で
、

こ
ん
な
声
か
け
を
し
ま
す
。「
掃

除
、
料
理
、
洗
濯
ど
れ
や
り
た

い
？
」。
そ
う
で
す
「
や
ら
な
い
」

と
い
う
選
択
肢
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

幼
少
期
の
頃
、
食
べ
物
の
好
き

嫌
い
を
な
く
し
た
い
と
い
う
思
い

も
あ
っ
て
農
園
を
借
り
、
子
ど
も

た
ち
と
野
菜
を
育
て
ま
し
た
❶
。

心
を
込
め
て
野
菜
を
育
て
る
こ
と

も
、
大
切
な
役
割
だ
と
思
い
ま
す
。

（
伊
藤
由
香
里
）

か
わ
い
い
働
き
者

　

１
歳
５
か
月
の
息
子
。
オ
シ
ゴ

ト
が
大
好
き
で
、
毎
日
た
く
さ
ん

お
手
伝
い
を
し
て
く
れ
ま
す
。

　

傘
を
運
ぶ
の
を
お
願
い
し
た
と

き
の
う
れ
し
そ
う
な
顔
、
傘
が

突
っ
か
か
り
マ
ン
シ
ョ
ン
の
自
動

ド
ア
を
通
れ
ず
に
立
ち
尽
く
し
た

と
き
の
困
っ
た
顔
、
家
ま
で
運
び

終
わ
り
私
に
手
渡
し
て
く
れ
た
と

き
の
得
意
げ
な
顔
…
ど
れ
も
か
わ

い
く
て
た
ま
ら
な
い
。

　

食
料
品
を
冷
蔵
庫
に
し
ま
う
た

め
の
中
継
も
、
息
子
の
大
事
な
オ

シ
ゴ
ト
。
最
近
で
は
買
い
物
か
ら

帰
宅
後
、
一
番
に
持
ち
場
に
つ
く

働
き
者
で
す
。　
　

  （
髙
田
沙
織
）

そ
れ
や
っ
た
ら
い
く
ら
く
れ
る
？

　

小
４
長
女
が
進
ん
で
お
手
伝
い

し
て
く
れ
る
の
は
、
お
小
遣
い
が

尽
き
た
と
き
。「
マ
マ
、
何
か
お

手
伝
い
す
る
こ
と
な
い
？
」
と
語

尾
に
ハ
ー
ト
マ
ー
ク
で
も
つ
い
て

そ
う
な
甘
え
た
声
で
近
づ
い
て
く

る
。
そ
し
て
必
ず
そ
の
後
に
「
そ

れ
や
っ
た
ら
い
く
ら
く
れ
る
？
」

と
続
く
。
育
て
方
間
違
え
た
か
!?

 K O D O M O  N O  O T E T S U D A I

と
気
持
ち
が
下
が
り
つ
つ
も
、
お

米
研
ぎ
、
お
皿
洗
い
、
洗
濯
物
畳

み
、
お
風
呂
洗
い
、
と
で
き
そ
う

な
こ
と
を
手
伝
っ
て
も
ら
う
。

　

お
駄
賃
の
十
円
玉
を
何
枚
か

ゲ
ッ
ト
す
る
と
満
足
し
、
そ
の
ま

ま
駄
菓
子
屋
へ
駆
け
出
し
て
い
く

長
女
。
お
財
布
が
す
っ
か
ら
か
ん

に
な
る
ま
で
使
い
果
た
し
、
ま
た

お
手
伝
い
を
所
望
す
る
。
こ
ん
な

こ
と
の
繰
り
返
し
。

　
「
お
金
目
的
な
ら
手
伝
わ
な
く
て

い
い
！
」
と
た
ま
に
ぷ
っ
つ
ん
す

る
母
。
わ
が
家
の
お
手
伝
い
問
題
、

大
丈
夫
か
な
!?       （
脇
門
比
呂
子
）

わ
が
家
の
未
来
の
戦
力
に

　

共
働
き
の
わ
が
家
。
家
事
に
か

か
る
時
間
を
少
し
で
も
減
ら
し
た

い
。
子
ど
も
た
ち
と
の
時
間
を
増

や
し
た
い
。
家
事
も
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
や
れ
ば
、
ゆ
っ
く
り
だ

け
ど
、
お
し
ゃ
べ
り
で
き
る
し
、

一
石
二
鳥
。
と
は
い
っ
て
も
、
平

日
に
料
理
を
す
る
余
裕
が
あ
る
わ

　料理好きな末っ子。私がバタバタ
と帰宅し、夜ごはんをつくり始める
とたいていは寄ってきて、「一緒に
やる」と言ってくれる。それは私に
とっての「母時間」でもあり、うれ
しいのだけれど…。
　昨日も。長女の中学校の理事会に
出かけるために急いでいた。「私が切
りたい、私がこねたい、私が焼きたい」
と言う末っ子に、「いいよ」と言い
ながら、あれこれ言う私。
　ふと横を見ると、ポテサラのお芋
を一生懸命に、それはそれは真剣に
潰している末っ子がいた。その様子
を見ていてなんだか自分が恥ずかし
くなった。私はこんなに一つのこと
に真剣になったことがあるかな。
　「大切なことはどれだけたくさん
のことをしたかではなく、どれだけ
心を込めたかです」マザーテレサの
言葉を思い出した。お母さん業界新
聞の活動をスタートしたときにファ
イルの背表紙に書いた言葉。毎日目
にしているのに抜けていた。目の前
のこと、自分の選んだ道を真剣に、
もっともっと心を込めて歩もう。
　「味見して！」と、口に投入され
たポテサラは、お世辞抜きに美味し
かった。　　　　　　　　　（池田彩）

エピソード 1
スーパーお手伝いマン

け
で
も
な
く
、
洗
濯
物
を
畳
む
の

が
精
一
杯
。

　

５
歳
の
姉
は
弟
の
面
倒
を
よ
く

見
て
く
れ
る
。
お
料
理
は
切
っ
て

炒
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
お
米
を
研
ぐ
の
も
上
手

に
な
っ
て
き
た
。
３
歳
の
弟
は
、

切
る
こ
と
が
楽
し
く
て
た
ま
ら
な

い
。「
ま
こ
ち
ゃ
ん
の
ニ
ン
ジ
ン

お
い
し
い
？
」
と
食
事
中
に
何

度
も
確
認
さ
れ
る
。「
お
い
し
い

よ
ー
」
と
皆
に
言
わ
れ
て
ご
満
悦
。

姉
も
弟
も
「
う
れ
し
い
？  

助
か

る
？
」
と
。「
本
当
に
助
か
る
よ
、

あ
り
が
と
う
ね
」
と
心
を
込
め
て

伝
え
る
。

　

衣
食
住
、
着
る
も
の
を
畳
む
、

食
べ
る
も
の
を
つ
く
る
、
お
掃
除

を
す
る
。
生
き
て
い
く
上
で
必
要

な
こ
と
を
、
少
し
ず
つ
自
然
と
身

に
つ
け
て
い
っ
て
く
れ
た
ら
う
れ

し
い
。                            （
菅
野
朋
子
）

オ
レ
に
任
せ
て
ッ　

　

お
散
歩
に
行
く
機
会
が
増
え
て

き
た
。
こ
の
日
は
近
く
の
ス
ー

パ
ー
へ
お
買
い
物
に
。

　

次
男
を
ベ
ビ
ー
カ
ー
に
乗
せ
押

そ
う
と
思
っ
た
ら
、「
オ
レ
が
押
す

よ
！
」と
長
男
❷
。「
あ
り
が
と
う
。

お
願
い
し
ま
ー
す
」
と
任
せ
て
出

発
！  

ガ
タ
ガ
タ
道
で
ま
っ
す
ぐ
押

し
て
い
る
つ
も
り
で
も
曲
が
っ
て

し
ま
い
縁
石
に
ゴ
ツ
ン
！  

す
ぐ
に

凸
凹
の
穴
に
ひ
っ
か
か
る
。「
新
幹

線
だ
ぞ
ー
」
と
言
っ
て
い
き
な
り

押
し
な
が
ら
走
り
出
す
。
と
今
度

は
急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
止
ま

る
。
ほ
ど
よ
い
揺
れ
で
寝
て
く
れ

る
か
と
思
っ
て
い
た
が
、
甘
か
っ

た
。
こ
れ
じ
ゃ
あ
眠
れ
る
は
ず
が

な
い
。

　

途
中
、
道
端
の
た
ん
ぽ
ぽ
の
綿

毛
を
見
つ
け
、
ふ
ー
っ
と
息
を
吹

き
か
け
、「
わ
た
げ
さ
ん
飛
ん
で

け
〜
、
お
花
咲
か
せ
て
ね
〜
」
と

飛
ば
し
た
り
、
猫
じ
ゃ
ら
し
を
見

つ
け
、
次
男
を
コ
チ
ョ
コ
チ
ョ
〜

と
く
す
ぐ
っ
て
み
た
り
…
。

　

買
い
物
を
終
え
レ
ジ
に
並
ん
で

い
る
と
、
次
男
が
し
び
れ
を
き
ら

し
、
泣
き
始
め
た
の
で
抱
っ
こ
。

す
る
と
待
っ
て
ま
し
た
と
ば
か
り
、

「
じ
ゃ
っ
」
と
言
っ
て
長
男
が
ベ

ビ
ー
カ
ー
に
着
席
。
え
っ
？
と

驚
く
私
に
、「
へ
へ
へ
〜
、
疲
れ

ち
ゃ
っ
た
〜
」
と
照
れ
笑
い
。
で

も
帰
る
と
き
は
、
何
も
言
わ
な
く

て
も
「
は
い
ど
う
ぞ
〜
」
と
次
男

を
座
ら
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

長
男
の
大
好
き
な
ア
イ
ス
も

買
っ
て
、「
と
け
な
い
よ
う
に
急

が
な
き
ゃ
」
と
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
押

し
な
が
ら
か
け
足
で
お
う
ち
に
帰

り
ま
し
た
。　
　

 （
冨
本
真
理
子
）

卵
焼
き
に
果
敢
に
挑
戦

　

長
男
と
卵
焼
き
を
つ
く
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
最
初
に
長
男
が

調
味
料
を
入
れ
た
卵
液
を
か
き
混

ぜ
る
と
こ
ろ
で
、
早
速
「
ぼ
く
も

や
る
！
」
と
次
男
。「
ち
ょ
っ
と

ず
つ
流
し
込
む
ん
だ
よ
」
と
伝
え

た
の
に
、
い
き
な
り
全
部
を
卵
焼

き
器
に
注
ご
う
と
し
、
慌
て
る
私
。

卵
を
巻
く
の
は
さ
す
が
に
難
し

く
、
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
の
で
、

後
半
は
私
が
や
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
「
お
手
伝
い
し
た

い
！
」
気
持
ち
を
大
切
に
し
た
い

と
思
っ
て
は
い
る
の
で
す
が
、
実

際
は
「
私
が
や
っ
た
ほ
う
が
早
い

の
に
」
と
思
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
。

簡
単
な
こ
と
か
ら
少
し
ず
つ
、
楽

し
く
で
き
れ
ば
い
い
の
か
な
、
と

感
じ
た
の
で
し
た
。  （
藤
川
綾
子
）

米
さ
え
あ
れ
ば
生
き
て
い
け
る

　

２
年
前
の
一
斉
休
校
当
時
、
小

学
３
年
生
だ
っ
た
長
男
。
せ
っ
か

く
だ
か
ら
、
何
か
家
事
を
仕
込
み

た
い
と
思
っ
た
私
。
そ
れ
ま
で
は

特
に
「
お
手
伝
い
」
や
「
お
役
目
」

を
与
え
て
こ
な
か
っ
た
が
、
そ
う

だ
、
米
の
研
ぎ
方
と
炊
飯
器
の
使

い
方
を
教
え
よ
う
！

　

わ
が
家
は
農
家
。
米
は
い
く
ら

で
も
あ
る
。
と
に
か
く
米
、
何
よ

り
米
。
米
さ
え
あ
れ
ば
生
き
て
い

け
る
。
お
か
ず
は
ス
ー
パ
ー
や
コ

ン
ビ
ニ
に
行
け
ば
出
来
合
い
の
も

の
が
い
く
ら
で
も
買
え
る
。
冷
凍

食
品
を
買
い
置
き
し
て
お
い
て
も

い
い
。
お
か
ず
が
な
く
て
も
ご
飯

さ
え
炊
い
て
あ
れ
ば
、
お
に
ぎ
り

だ
っ
て
つ
く
れ
る
し
、
ふ
り
か
け

ご
は
ん
で
も
お
茶
漬
け
で
も
か
ま

わ
な
い
。
と
り
あ
え
ず
「
お
う
ち

ご
は
ん
」
が
賄
え
る
。
け
ど
ご
飯

が
な
い
と
ど
う
し
て
も
、
外
食
や

お
弁
当
に
な
り
が
ち
だ
。
せ
め
て

ご
飯
は
炊
け
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ

し
い
。
そ
う
思
い
、
研
ぎ
方
と
炊

飯
器
の
使
い
方
を
教
え
た
。

　

最
初
は
米
粒
を
ボ
ロ
ボ
ロ
こ
ぼ

し
、
全
然
研
げ
て
い
な
い
か
ら
水

は
真
っ
白
の
ま
ま
…
。
見
て
い
て

イ
ラ
つ
く
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
そ

れ
で
も
意
外
に
す
ん
な
り
習
得

し
、「
米
を
炊
く
」
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、

あ
っ
さ
り
ク
リ
ア
し
た
。

　

今
、
彼
が
ハ
マ
っ
て
い
る
の
は

「
出
汁
を
と
る
」
こ
と
。
昆
布
と

か
つ
お
の
一
番
出
汁
の
と
り
方
を

覚
え
た
の
だ
。             （
天
野
智
子
）

エピソード 2
お兄ちゃんは忙しい

弟
を
学
童
に
送
り
迎
え
す
べ
し

　

春
休
み
、
６
年
生
に
な
る
長
男

の
重
要
特
別
任
務（
お
手
伝
い
）は
、

４
月
か
ら
学
童
へ
通
所
と
な
っ
た

三
男
の
送
り
迎
え
❸
で
す
。

　

初
日
は
一
緒
に
行
っ
て
お
預
け

ル
ー
ル
を
教
え
、
夕
方
の
お
迎
え

は
長
男
に
任
せ
て
み
る
こ
と
に
。

す
る
と
心
配
を
よ
そ
に
、
お
迎
え

時
間
の
15
分
も
前
に
学
童
近
く
に

着
い
て
待
機
し
て
い
た
ら
し
い
。

　

春
休
み
中
の
だ
ら
だ
ら
な
朝
の

起
床
も
、
遅
刻
し
な
い
よ
う
に
と

し
っ
か
り
起
き
て
、
三
男
の
手
を

引
き
通
学
路
を
教
え
な
が
ら
送
迎

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

頼
も
し
い
お
兄
ち
ゃ
ん
の
成
長

に
、
母
は
と
て
も
う
れ
し
い
新
学

期
で
し
た
。                       （
薄
祥
子
）

ホ
テ
ル
マ
ン
並
み
の
ス
ゴ
技

　

わ
が
家
で
は
、
晩
ご
は
ん
の
用

意
が
で
き
た
ら
子
ど
も
を
呼
ん
で

テ
ー
ブ
ル
ま
で
運
ん
で
も
ら
い
ま

す
。
お
盆
を
出
す
の
が
億
劫
で
、

両
手
を
使
っ
て
普
通
に
運
ぶ
こ
と

が
多
い
け
れ
ど
、
い
つ
の
間
に
か

編
み
出
し
た
長
女
の
技
が
す
ご

い
。
ホ
テ
ル
の
給
仕
の
よ
う
に
お

皿
４
枚
を
一
気
に
運
ぶ
の
で
す
。

　

お
母
さ
ん
も
で
き
な
い
技
で

す
。
な
ん
で
そ
ん
な
こ
と
が
で
き

る
の
か
と
聞
く
と
、
い
く
つ
運
べ

る
か
や
っ
て
み
た
ら
で
き
た
と
。

何
度
見
て
も
感
心
す
る
わ
～
。
最

近
は
姉
を
真
似
て
、
次
女
❹
も

や
っ
て
い
ま
す
。　

 （
戸
﨑
朋
子
）  

や
り
た
い
か
ら
や
る
の

　

よ
ち
よ
ち
歩
き
の
頃
か
ら
お
手

伝
い
が
大
好
き
な
娘
。
さ
せ
な
い

と
怒
る
の
で
、
や
り
た
い
！
と
言

う
も
の
は
何
で
も
さ
せ
て
き
た
。

　

１
歳
の
台
拭
き
に
始
ま
り
、
掃

除
機
か
け
、
落
ち
葉
は
き
、
食
器

洗
い
、
洗
濯
物
干
し
、
洗
濯
物
畳

み
、
父
ち
ゃ
ん
の
バ
リ
カ
ン
、
お

味
噌
汁
づ
く
り
、
朝
の
卵
焼
き
…
。

　

小
学
生
に
な
っ
た
ば
か
り
だ
が

今
も
変
わ
ら
な
い
。
初
登
校
だ
っ

た
昨
日
、
娘
と
の
会
話
。「
14
日

ま
で
に
ぞ
う
き
ん
持
っ
て
行
か

な
ん
や
っ
た
ー
」「
に
こ
が
縫
う

よ
！
」「
そ
う
？  

母
ち
ゃ
ん
助
か

る
わ
〜
」。
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら

の
な
が
ら
縫
い
❺
「
あ
～
曲
が
っ

ち
ゃ
っ
た
〜
」「
大
丈
夫
‼️
と
っ

て
も
上
手
よ
！  

立
派
立
派
！
」。

　
「
自
立
し
て
る
」
と
よ
く
言
わ
れ

る
娘
。
わ
が
家
の
十
分
な
戦
力
に

な
っ
て
い
る
。               （
齊
木
聖
子
）

や
り
た
い
！
を
自
己
申
告

　

わ
が
家
の
お
手
伝
い
は
自
己

申
告
制
。「
何
か
で
き
る
こ
と
あ

る
？
」
と
言
わ
れ
た
ら
、
そ
の
と

き
で
き
そ
う
な
こ
と
を
子
ど
も
た

ち
に
託
し
ま
す
。
だ
い
た
い
は
料

理
の
と
き
。
め
ん
ど
く
せ
ー
っ
て

思
い
ま
す
が
、
そ
こ
は
開
き
直
っ

て
、
や
り
た
い
！
を
尊
重
し
ま
す
。

　

タ
マ
ネ
ギ
を
う
れ
し
そ
う
に

切
っ
て
い
ま
す
が
、
だ
ん
だ
ん
目

が
痛
く
な
っ
て
き
て
ブ
ツ
ブ
ツ
…
。

　

飽
き
て
姿
を
消
し
た
と
思
っ
た

ら
ゴ
ー
グ
ル
を
装
着
し
再
登
場
！

そ
の
ゴ
ー
グ
ル
姿
❻
、
土
偶
に
し

か
見
え
な
い
ぞ
。　

   （
竹
林
光
未
）

お
手
伝
い
と
い
う
名
の
魔
法

　
「
私
も
や
り
た
い
！
」「
ま
ね
っ

こ
し
た
い
！
」
が
娘
の
原
動

力
。
お
風
呂
掃
除
を
し
て
い
る

と
「taking turns

」
と
言
い
な

が
ら
や
り
た
い
を
ア
ピ
ー
ル
！

「
待
っ
て
て
」
と
伝
え
る
と
、
10

カ
ウ
ン
ト
を
始
め
て
順
番
待
ち
！

「taking turns

」「
10
カ
ウ
ン
ト
」

ど
ち
ら
も
母
が
快
く
動
い
て
く
れ

る
魔
法
の
言
葉
。
交
代
し
娘
が
楽

し
そ
う
に
お
風
呂
掃
除
を
す
る
姿

を
見
る
と
、
仕
上
げ
磨
き
を
す
る

私
ま
で
も
楽
し
く
な
る
の
で
す
。

　

運
動
を
し
て
い
る
と
き
も
、

「
い
っ
し
ょ
に
す
る
～
」
と
割
り

込
ん
で
く
る
娘
。
母
が
運
動
を
サ

ボ
ら
な
い
よ
う
に
お
手
伝
い
。
な

ん
と
な
く
同
じ
運
動
を
し
て
い
る

姿
を
見
る
と
、
こ
れ
ま
た
不
思
議

な
こ
と
に
、
運
動
自
体
も
楽
し
く

な
っ
て
く
る
！

　

娘
は
「
も
っ
と
も
っ
と
楽
し
く

な
～
れ
」
と
、
母
を
楽
し
く
さ
せ

る
魔
法
を
か
け
て
く
れ
て
い
て
、

も
し
か
し
た
ら
、
そ
れ
が
お
手
伝

い
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ち
っ

ち
ゃ
な
魔
法
使
い
さ
ん
の
魔
力
、

最
強
で
す
。                   （
山
本
有
希
）

家
族
を
笑
顔
に
す
る
こ
と

　

お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
で
子
ど

も
の
自
己
肯
定
感
が
…
な
ー
ん
て

言
葉
は
頭
に
あ
っ
て
も
「
い
や
ー

ち
ょ
っ
と
今
は
い
い
」
と
言
っ
て

し
ま
う
悲
し
い
現
実
。
そ
れ
で
も

「
ち
ょ
っ
と
お
手
伝
い
し
て
く
だ

さ
ぁ
い
」
と
お
願
い
す
る
と
、
こ

れ
が
不
思
議
。
娘
に
手
伝
っ
て
も

ら
う
と
、
ふ
と
孤
独
な
家
事
か
ら

解
放
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の

手
つ
き
や
姿
に
「
お
母
さ
ん
、
一

緒
に
や
る
よ
」
と
、
励
ま
し
て
も

ら
っ
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
る
。

　

小
さ
な
頃
か
ら
続
け
て
い
る
の

は
、
飼
っ
て
い
る
亀
の
見
守
り
。

エ
サ
の
場
所
へ
誘
導
し
た
り
外
を

散
歩
さ
せ
た
り
…
。
タ
オ
ル
畳
み

も
お
手
の
も
の
。
一
気
に
バ
ー

ン
！
と
畳
ん
で
し
ま
う
❼
。
包
丁

は
初
め
か
ら
上
手
。
そ
し
て
私
の

一
番
の
お
気
に
入
り
は
こ
れ
。
浴

槽
の
お
湯
が
抜
け
切
る
の
を
見
届

け
て
栓
を
す
る
。
真
面
目
に
真
剣

に
見
届
け
て
い
ま
す
。

　

で
も
こ
の
子
の
一
番
の
お
役
目

は
、
家
族
を
笑
顔
に
す
る
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。           （
吉
村
優
）

ブ
ン
ブ
ン
効
果
で
野
菜
を
完
食

　

簡
単
に
み
じ
ん
切
り
が
で
き

る
「
野
菜
カ
ッ
タ
ー
」
を
ブ
ン
ブ

ン
引
っ
張
っ
た
の
が
初
め
て
の
お

手
伝
い
。
普
段
は
食
べ
な
い
ピ
ー

マ
ン
や
玉
ね
ぎ
も
「
こ
れ
ブ
ン
ブ

ン
？
」
と
自
分
が
手
伝
っ
た
も
の

か
を
確
か
め
て
き
て
、「
そ
う
だ

よ
ー
、
だ
か
ら
お
い
し
い
よ
♪
」

と
答
え
る
と
、
ご
機
嫌
に
完
食
。

　

こ
れ
は
使
え
る
！
と
、
キ
ャ
ベ

ツ
を
ち
ぎ
ら
せ
た
り
、
卵
を
ま
ぜ

ま
ぜ
さ
せ
た
り
、
で
き
そ
う
な
こ

と
を
少
し
ず
つ
や
ら
せ
て
い
ま
す
。

が
、
そ
ん
な
に
甘
く
な
い
。
自
分

が
手
伝
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
、
最
初
の

一
口
こ
そ
喜
ん
で
食
べ
ま
す
が
、

結
局
飽
き
て
食
べ
な
く
な
り
ま
す
。

　
「
き
て
ぃ
ん
て
ん
た
い
（
Ｅ
テ
レ 

の
キ
ッ
チ
ン
戦
隊
）
み
た
い
」
と

う
れ
し
そ
う
に
お
手
伝
い
し
て
く

れ
る
の
で
、
少
し
ず
つ
い
ろ
い
ろ

な
料
理
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。　

  （
杉
本
蘭
）

たかがお手伝い、されどお手伝い

　子どものお手伝いは、けっこう厄介だ。お母さん
の心や時間に余裕がないときは、一人でやったほう
が早いし、面倒に思えてしまうのも無理はない。
　それでも「すごいね。よくできたね」「ありがとう。
助かったよ」の一言に見せる、なんとも誇らしげで
晴れやかな笑顔を知っているから、母はたえる。
　子どもにとってお手伝いは、遊びであり、挑戦で
あり、やさしさでもあることが、それぞれの発信か
ら見えてくる。
　お手伝いに挑戦し、達成できた喜びは大きいが、
子どもの一番のミッションは、「大好きなお母さん
を笑顔にすること」に違いない。お母さんのそばで
やる、一緒にやる、それが大切なことのように思う。
　やってみて、うまくいけばほめたり、喜んだり。
失敗を笑ったり、励ましたり…。半径 3m の世界の
出来事が人間の根っこをつくる。それは 30 年、50
年先の未来につながっているのである。  　（編集部）　　　　　　　　　　　　　

い
く
つ
も
の
お
手
伝
い
物
語
に
ふ
れ
て
・
・
・

い
い
よ
～
！

　

娘
の
ご
み
出
し
。
つ
い
手
を
出
し
た
く
な
る
と
こ
ろ

を
ぐ
っ
と
こ
ら
え
、
何
も
言
わ
ず
に
見
守
っ
て
、「
助

か
っ
た
よ
、
あ
り
が
と
う
！
」
と
言
う
と
、
に
っ
こ
り

笑
顔
の
娘
。私
ま
で
う
れ
し
く
な
る
瞬
間
。 （
中
野
美
鈴
）

❹

❻ ❽

い
い
よ
～
！

—過熱する小中学受験は、多くの「燃
え尽きた子ども」「生きる力に欠けた子
ども」を生んでいます。毎日長時間に
及ぶ学習塾通いのために、すべてを準
備し、子どもに何もさせない親。学校
に対して「負担だから宿題を出すな」
と要求する親—（「はじめに」から引用）
たちへ、一石を投じる一冊です。
　このままでは「勉強はできても、働
くことの意味を知らない、段取りの下
手な、仲間のいない、ひいては就職力
のない子どもたちになってしまう」と
危惧する著者。「これは自立どころか、
ニートまっしぐらの道。そこからどう
やったら抜け出せるでしょう ?」この
問いに対する答えは、「与えすぎないこ
と」「ヒマ・貧乏・お手伝い」「放牧型
イベント」。そして、その中核にあるの
が「お手伝い至上主義」なのです。
　経営コンサルティング会社である
BCG、アクセンチュアを経て、教育の
世界に転じた三谷宏治さん。社会人教
育と同時に、子ども、親、教員向けに、

「決める力」「発想力」「生きる力」をテー
マに授業・講演を行っている。
　綴られているのは、人材育成のプロ
である父と娘たち 3 人への人材育成プ
ロジェクト。具体事例満載の進捗レポー
トともいえるだろう。
　三谷家の子育ては「子どもたち自身
が求め、親に説明し、決める」が原則。
たとえば習い事も、親がさせるもので
はなく、子どもの「やりたい」がスター
ト。そこで、なぜやりたいのか、どこ
で習えるのか、いくらかかるのか…、
子ども自身が調べて親にプレゼンをす
る。高校や大学選びにも手出しはしな
い。でも、なぜ進学するのか、なぜそ
の学校なのか、総額いくらかかるのか
は問う。それを、子どもたち自身が考
え調べ、答えていく。「小 5 の娘に予算
10 万円の家族旅行企画を任せる」など
さまざまな事例に度肝を抜かれるが、
妙に納得がいく。そしてそれは、家庭
の中のことに留まらず、社会に出たと
きに即戦力となる企画力、交渉力、実
行力なのだと気づいたときの感動！
　モノや情報であふれた豊かな日本社
会の中で、何を選び、子どもに伝える
のかは、お父さんやお母さんに委ねら
れている。「ヒマ・貧乏・お手伝い」を
最重視するお手伝い至上主義。「与え過
ぎない教育」こそが自立した 子どもを
育てる。脳内改革を起こす本を、ぜひ！

お手伝い至上主義！

三谷宏治著
プレジデント社

1430 円

応募要項は 6 頁下

　弟が生まれ、スイッチオンになっ
た兄。当時からミルクに寝かしつけ
❽と大活躍。今春、小学校に入学。
今までどれほど彼に助けられていた
かを母は実感しています。4 月から
は毎朝カバンと弟を抱え、検温記入
をしたり上履きを履かせたりでてん
やわんや。にいにのお手伝いも、変
化しつつあるわが家です。　（岸千尋）
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今月の
共感記事

眠ることが幸せに感じる絵本
『ねむたくないせんにん』

　ナカオマサトシ作、服部美法 絵、佼成出
版の親子で楽しめる絵本。せんにん村に寝
ないで遊んでばかりの「ねむたくないせん
にん」がいる。300 年も眠っていないのに、

「おひるねせんにん」にもらったふわふわの
おふとんと肌ざわりのいいパジャマを着て
ごろごろすると…「おふとんってきもちい
いな～」。眠気と戦うせんにんが健気でかわ
いい。見返しの仙人村の紹介も楽しんで！

　ウクライナ侵攻から 2 か月が経過する中、隣国ルーマニア
の北西部クルージュで、1000 組近い避難家族の支援を続けて
いるパトリチア・クドウさん（右写真中央）。戦争の悲惨なニュー
スが飛び交うが、10 年来の友人である彼女が伝えてくれる現
状を通して、人々の暮らしをぐっと身近に感じている。
　彼女が主宰する NGO の寄付センターでは、これまで住居
や学校探しのほか、寄付による日常生活品や医療品の援助な
どで暮らしを支えている。初めは援助に遠慮がちで、悲嘆に
くれていたウクライナの母たちにも、「これからどうやって暮
らしを立てていく？」と寄り添い、仕事探しも手伝う。
　自らセンターのボランティアになった人もいる。3 児の母
で弁護士だったアーニャさんは、ジムで趣味のダンスを教え
るアルバイトを始めると、明るさを取り戻したという。
　センターで心がけているのは「大丈夫。安心して」という
場づくり。隣に座って寄付の洋服を一緒に畳む。子どもたち
と絵を描く。そうした中で人々は落ち着き、心を開いていく。

「今できることを一つずつ」。一見、元気に遊ぶ子どもたちが
負った心のケアにも力を注いでいる。
　10 代の息子 2 人の母親でもあるパトリチアさん。「私は援
助活動をしているけれど、逆に人生で何が大切かをいつも教
えてもらっている。自分の暮らしと心を大切に。ママたちが
子どもたちを元気に育てることが最も平和のためになる。一

緒に意識を向けていきたいで
すね」明るく愛情を持って
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　頼もしい神姉さんですね。男
の子が小学校に上がるときの
親の心配度って高い気がする
のは私だけ？ いやいや、周り
の男の子ママも心配を口にし
てる人多かったです。ちゃん
と座っていられるのか？先生
の話聞けるのか？と。うちも
伝説いろいろありました（笑）。
でも頼もしいお姉ちゃんがい
て、学童でもうお友だちがで
きたなんて、ほっとしますね。
新 1 年生、楽しみですね！

　お姉ちゃん頼もし
い！ 姉弟の絆、いい
ですね。尊敬できる
姉の背中に、追いつ
け追い越せ、弟くん！

　3年生でその神力！
うちの長男は 6 年生
でそのレベル。女の
子は頼もしい。未来
の母ちゃんですね！

学童初日
　長男が初めての学童へ。なんとかなるさ〜の人間。その
彼が 1 年生になるなんて、私は漠然と不安だ。大丈夫かな？
　学童初日に帰ってくるなり言ったこと。「ナナちゃん（姉）
神〜！って思った」とさ。
　いつもケンカばかりだけど、お姉ちゃんのありがたみが
わかったみたい。
　お友だちができた！と喜んでいたので、一安心。ただ、
徒歩 15 分の距離でも、帰りはヘトヘトで歩けない。疲れ
ると。「なん言よっと？ ランドセルもっと重いっちゃけん！ 
雨の日もあるし！」と、小 3 の姉からゲキが
飛ぶ。　
　神は度々手厳しい。姉さんに鍛えられてい
るから、小学校も平気かな。

（野中文恵 / 久留米市）

　しっかり大地を歩
く 2 人。 後 ろ 姿 が、
なんとも言えません。
確かに神姉の存在は
大きいですね。

子育て世代にイチオシ
機能性に優れた無敵のエプロン

　子育て世代に注目を集めるワークマンア
イテム。「耐久撥水リップストップエプロン」
は動きやすく、小物がたくさん入り、おしゃ
れで使いやすい。生地には耐久撥水加工が施
され、膝下丈は砂遊びや食べこぼしの処理も
安心。大小さまざまなポケットは収納力抜群。
両手が空くので予想外の子どもの行動にも素
早く対応できる。カーキ、ブラック、ネイビー、
ベージュ、キャメルの5色。男女兼用。1500円。

大人も子どもも楽しめる
京都・東京で「鈴木敏夫とジブリ展」
　「鈴木敏夫とジブリ展」が京都文化博物館

（京都市）で開催中（6/19 まで）。スタジオ
ジブリのプロデューサー鈴木敏夫氏が読ん
できた約 8800 冊の書籍や作品を展示。ジブ
リ映画の秘密を探り、ジブリワールドを確
立していった軌跡を辿る。高さ約 3m の湯
婆婆と錢婆がアドバイスする「開運・恋愛
おみくじ」、トトロのフォトスポットも出現

（平日）、東京開催は 7/1 ～ 9/7。

ネガティブな発信
　次男の卒園式が終わり、小学生組も
春休みに入った。2 歳児は今日も元気
いっぱい。相変わらず、片付けた部屋
は瞬間で散らかされる。三食のごはん
づくりと食器洗いが続く。誰かが怒り、
誰かが泣いて大騒ぎをしている中、私
の耳はずーっと疲れている。当然なが
らトイレやお風呂はゆっくり入れない
ことが多い。この文章も中断を繰り返
し、一体、何日かけて書いているんだ
ろう…。
　長女を妊娠してから約 12 年。ずっ
と続いている未就園児を抱えた生活。
自分のやりたいことをやりたいタイミ
ングでできない苦痛。こんな生活をし
ているけれど、あと数年で私も忘れて
しまうんだろうか…。
　「もう、ももちゃん（11 歳の長女）
を抱っこできないんだよな」急に夫が
言った。長女との何気ないやりとりに、
心と体の成長を感じたらしい。
　早く子どもたちのお世話から放れた
い！ 自分だけの自由時間が欲しい！ と
思っている私は、「何をいきなり感傷的
になっているの⁉」とびっくりした。
　と同時に、私もいつか「もっと抱っ
こしてあげればよかった」とか、静か
で片付いたきれいな部屋に一人でいて

「うるさかったあのときが楽しかった
な」なんて思ったりするんだろうかと、
考えてしまった。
　もしかしたら、このネガティブな感
情は徐々に美化され、ポジティブな思
い出に変換されていくのかもしれな
い。でも、私はずーっと感じ続けてい
るこのネガティブな気持ちを忘れたく
ないと思う。
　なんだかんだ言っても、未就園児と
の生活もあと 1 年。思いっきりネガ
ティブを感じるとともに、ネガティブ
をもっと発信していきた
い。育児は楽しくてキラ
キラしたものばかりでは
ないから。
（竹内千華子 / 茅ヶ崎市）

日本調剤が調査「コロナ禍の育児の悩み」
オンライン服薬指導で負担軽減

　日本調剤による「パパママの家事・育児の
悩みと通院・処方薬に関する調査」。コロナ
禍でママの時間的負担は「子どもの体調不
良」で、病院や調剤薬局に行く際の困り事は

「感染リスク」だった。「オンライン服薬指導」
とは、自宅にいながら処方薬の説明を受けて
配送で薬を受け取るサービス。プライバシー
も保たれ、移動による感染リスクも低減され
る。共働き家庭のニーズも高いだろう。

全国のお母さん（MJ 記者）が綴る子育ての日々
お母さん大学サイト http://www.okaasan.net/ から
母ゴコロ満載の記事をよりぬき紹介

えっ、なんか寂しい⁉
　1 歳半の娘。やんちゃ盛りでごはん
も立食パーティー。一時もじっとせず、
一口食べればソファーに行き、食べに
来たかと思えば台所へダッシュと忙し
ない。そんな娘を眺めつつ、ずっとこ
んな調子なのかなーと思っていました。
　そしたら突然、じっと座って食べる
ようになったではありませんか！ 成長
したなぁとしみじみ。記念に豆イスを
購入。座るとピーッと鳴るからか、早
速夢中！ ごはんも座って食べるように。
　かと思うと、ひざにちょこんと座り、
食べさせてと食器とスプーンを差し出
してくる。うわっ、甘えて
る！ その行動にキュンと
なる。離れていくと寂しい。
でも成長はうれしい母心。

（中野美鈴 / 佐賀市）

母力大賞を贈ります

　副賞は地球納豆倶楽部の
「音更納豆」。100% 国産で

有機栽培した北海道の在来
種を使用。生産者限定でつ
くる選りすぐりの納豆です。
http://www.natto-club.com/
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ごほうびの音更納豆

● 母力大賞は、「新米ママになりました」の青柳真帆さん。生まれたばかりの赤ちゃんの写真に癒されます。もう1 人は、4 月号の表紙「半径 3m の未来」梅原みずほさんへ。美味しい納豆を贈ります。

「おはしがはく」で
世界でたった一つのお箸をつくろう
　箸蔵まつかん（小浜市）は 1922 年創業
のお箸の専門店。箸を通じてその時代の

「豊かさ」を暮らしの中に届け続けている。
オリジナルお箸がつくれるキット「おはし
がはく」が評判だ。専用用紙に描いた絵を
お箸と一緒に投函すれば、約 3 ～ 4 週間で
完成。3 サイズ展開なので成長に合わせて
選べるし、子どもが描いた絵でおじいちゃん
やおばあちゃんへのプレゼントにもなる。

机に置いてあったもの
　まっさらな封筒。「母さん、父さんへ」
から始まる、長男からの手紙だった。
　母さんはいつも口うるさいし、父さ
んは親父ギャグばかり言っている、と
書いてあった。もっと褒めるとこある
でしょ、と思いながら読み進めると、
熱いものが込み上げてきた。
　「働いてみてわかったことがある。仕
事の後に子育てするのは無理なんじゃ
ないか」と書いてあった。そんなこと
ないよ、かわいい子どもがいるから
がんばれる、わが子が原動力なんだよ。
　自由すぎる長男がしっかり自己分析
をし、社会人として歩み出した。もう
口うるさく言わなくてもいいんだね。
　『手紙、ありがとう　あなたの母さん
より』と LINE した。だって、今日は外
泊するって出かけた。きっと面と向かっ
て手渡すのは照れ臭かったんでしょ。
　夜ごはんいりませんとか、今日泊ま
りますとか LINE がくる。家にいるなら
最低限、共同生活に必要な連絡だけは
するように伝えてきたか
ら。口うるさくても、こ
の 家 は 居 心 地 は 悪 く な
かったんだよね。

（田端真紀 / 横浜市）

第 6 回「オリックス 働くパパママ川柳」
「みんなで選ぶ共感賞」投票受付中
　仕事と子育てに奮闘するパパとママ、家族
の日常をテーマとする「働くパパママ川柳」。
今回は 4 万 7188 作から個性あふれる 19 の
受賞句が選ばれた。大賞「毎食が SDGs 子の
残り」、パパママ目線賞「聞く力 おしゃべり
娘に 鍛えられ」他 5 句、じぃじばぁば目線
賞「手に負えぬ 孫は寝顔で 恩返し」、子ども
目線賞 1 句、優秀賞 10 句が受賞。「みんな
で選ぶ共感賞」ネット投票受付中（5/31 まで）。

　先日「MJプロ養成講座」を受講。私が「母
歴書」を作成しているのを見て「ハルも
やりたい」と真似っこする長男。朝から
夜までの長丁場、実家で受講することに。

成長がすごい
　小学校の入学式で、三男はお休み。
のんびりと朝起きてリビングに行くも、
長男（小 6）の姿がない。「しょーたは？」
と次男に聞くと、「行ったよ」と言うで
はないか。「えっ、一人で⁉」とびっくり。
　フリースクールへ通う長男。普段は
車で送迎をしているが、先日初めて、
バスと電車で一緒に通学練習をした。
そのときは私にしがみついて、「無理、
無理」と言っていたのに。
　次男と一緒ならともかく、一人で行
くなんて！ しかも私が寝てる間に行く
なんて。見送りさせてくれよー。
　こうやって親の手を離れ
ていくのかな。楽になる一
方、寂しくてたまらん。今
をかみしめなくては。

（安達真依 / 久留米市）

新米ママになりました
　4 日前に第一子が生まれ、新米ママ
になりました。もともとブログに興味
はあったのですが、できなかったのに
は 2 つほど私の性格的な理由がありま
して…。　　
　まず 1 つ目が妊娠中の揺れまくるメ
ンタルで何かを発信したくないなとい
う気持ち。2 つ目はそもそも無事に出
産できるのか？という不安でした。
　妊婦さんあるあるですが、妊娠初期
に私はつわりでメンタルブレイクを
起こし、妊娠出産にまつわるあらゆる
良くない情報を調べまくっていました

（切迫早産、つわりで退職、産後クライ
シス…etc）。常に最悪を想定して備え
たい性格なので、万が一出産がうまく
いかなかった場合、ブログとかで発信
していたらメンタルが持たなくなる…
と思ったので、出産が無事に終わるま
ではと思い今日に至ります。
　そして、ブログを始められたという
ことは出産が無事に終えられたので
すー！ わーパチパチパチ。
　出産予定日を 5 日超過するという生
まれる生まれる詐欺はありましたが、
産院の設備が良すぎて産後の体の回復
は順調！ 子どもの小児科検査も問題な
くついに明日予定通り退院ができます。
ここまで順調だと後で何かあるんじゃ
ないかと逆に恐いですね。
　でも今は、毎日子どもの顔を見られ
るのがとにかくうれしい！ 10 か月も
私のお腹の中にいた愛しい存在が目の
前にいることじたいが本
当に貴重な日々だなと、
気持ちを残しておきたく
なりました。

（青柳真帆 / 多摩市）

　久々の勉強で緊張したが少人数だった
こと、母心満載の講座だったことで、皆
さんの笑顔に癒されながら楽しく受ける
ことができた。息子たちもいい子でいて
くれてありがとう。（冨本真理子/岡崎市）

MJ プロ養成講座、無事修了

温和で照れ屋なおもてなし
青森を丸ごと体験できる温泉宿

　星野リゾート　青森屋の「のれそれ食堂」
は、ビュッフェレストラン。「のれそれ」とは、
青森の方言で「目一杯」の意。季節ごとの
催し物を楽しんだ後は、割烹着姿の「かっ
ちゃ」（お母さん）が振る舞う心も体もぬぐ
だまる（あたたまる）郷土料理とやさしい
笑顔にホッと和んで。炉端焼きやせんべい
汁など季節ごとの素材が楽しめ、思わず

「うめじゃ」（おいしい）と言ってしまうかも。

©TS ©Studio Ghibli

使い込むほどふっくらと
育てるタオル、ベビーシリーズ誕生
　拭いて、洗って、乾かして。繰り返し使う
ことで、繊維と繊維の隙間が広がり膨らみ、
吸水性・速乾性が増してふっくらと変化。ふ
んわり、ハグするように赤ちゃんを包み込む

「育てるタオル」ベビーシリーズ。ぎゅーっと
抱きしめたくなる肌触りのパイルとガーゼ、
2 つのやさしさを一枚に持ち合わせたやわ
らかなタオル。ミニタオル「プチポッシュ」
5 枚セット 3850 円 。オンラインストアで。

今月の
ベストショット
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今できることを一つずつ
～ウクライナ避難民支援から 2 か月～

一般社団法人 WDRAC（戦災復興支援センター）寄付の詳細▶

　上の子の存在って
本当に大きいんです
よね。ナナちゃんと
うちの末っ子は同い
年だけど感じ方が随
分違うんだろうなー。

人々と接する彼女を心から応援したい。
　わが家の日常に目をやると、小噴火もしょっちゅうだが、
兄妹がリビングでじゃれ合う姿、笑い声、食卓でのおしゃべり。
当たり前こそが平和で、大事だなぁと思う気持ちは、海をま
たいできっと同じ。国に残る家族の無事を案じる中、今日も
わが子のために力を寄せているお母さんたち。一日も早く、
家族が集えますようにと願わずにはいられない。
　日本でも、パトリチアさんのように草の根ネットワークで
活動する団体・個人の支援を後押ししようと、3 月中旬に一
般社団法人 WDRAC（戦災復興支援センター）が支援者を支援
する団体として設立され、寄付を受付中。寄付金
は直接支援団体に届き、活動に役立てられている。
　子育ては社会につながる大事業。だからこそ、
支え合いたい。直接何かはできなくても、子を
思う母心で世界はきっとつながれる。平和を願う
支援の輪が広がりますように。（山﨑恵 / 川口市）

●プレゼント 希望者は、件名に「商品名」を書き、1 氏名、2 〒住所、3 ケータイ番号、4 メールアドレスを記入し、お母さん業界新聞社（8 頁）へメールで送ってください（5/20 必着）。
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2022 年（令和 4 年）5 月号　＜ 8 ＞百万母力の子育て情報紙

　2013 年に活動開始。パパの子育
てを応援する団体「にこパパネット」
は、子育て世代のパパを中心にアウ
トドアやスポーツ大会、ボードゲー
ム大会などを企画・運営しています。
　大切にしているのは、「子どもは

もちろん、パパもママも本気で楽しめるか？」というこ
とです。父親の育児参加が随分と進んだ現在ではありま
すが、地域の子育てイベントをのぞくと、主役は子ども
たち、企画はママ中心、パパはそんな様子をカメラを構
えながら見守るという構図。その光景は、私たちが子ど
もだった頃とあまり変わりません。「パパだってもっと楽
しみたいはずだ！」「輪の中心がパパでもいいじゃない
か！」。仕事や家庭の悩みを打ち明けたり、気軽にグチを
言い合えたりするサードプレイスでもあり続けたい。
　かつてメンバーが残してくれた
言葉「ここはほんま居心地ええわ」
が活動の原動力です。最新情報は
Facebook で。YouTube「にこパパ
ネット TV」では地元西淀川区の魅
力を発信中です。（代表 / 山本智宏）

　娘が生まれ 1 か月が経過。順調に育ち、先日初
宮参りを済ませました。生まれたばかりの写真と

比べると、変化の大きさに驚かされます。そんな激動の
期間を心置きなく過ごせていることに感謝です。
　半年間の育休を取ってよかったと思うことは、大きく
2 つ。1 つは娘と一緒にいられることですが、もう 1 つ
は家事・育児のリアルを実感できること。妻と 2 人なら
笑い話になるようなハプニングが日々起きますが、一人
であれば心が折れることにつながりかねません。今経験
していなかったら、もし妻が将来 SOS を発したとしても、
目線をそろえて寄り添うことは難しかったでしょう。
　心に余裕のある今、世間を見渡すと、子どもへのやさ
しさにあふれていることに気がつきます。道すがら声を
かけてくれる人たち、子ども連れで利用できる施設や制
度…どれも今までのアンテナの感度では受信できません
でした。これからは発信することも学んで、幸せスパイ
ラルの一員になりたいですね。　　　　　　（青柳伶旺）

● お母さん業界新聞は自動更新です。お母さん大学 STORE でお申込みの方は【定期便】自動更新。郵便振替と銀行振込でお申込みの方は満了 1 か月前に「購読満了のお知らせ」を新聞と同送します。購読中止は必ずご連絡ください。

30 年前に行方不明になった

野村 香ちゃん
行方不明当時（ 8 歳 ）

 神奈川県旭警察署  TEL045-361-0110連絡先

平成3 年10 月1 日15 時50 分頃、
横浜市旭区本宿町に住む野村香
ちゃん（当時小学校 3 年生）が、
行方不明になって 30 年が経過し
た。有力な目撃証言はほとんど
ない。何らかの情報をお持ちの
方は、今すぐご連絡ください！

26 歳の香ちゃん
（経年想像似顔絵）

画・須藤真啓

  全国で香ちゃんを捜してください！

『月刊お母さん業界新聞』Vol.167（2022 年 5 月）

□部数／ 7 万部　□発行／お母さん大学　　
□発行人／藤本裕子（編集長）　
□編集チーフ／青柳真美
□矢吹康文、宇賀佐智子、池田彩、植地宏美、安達真依、田村由佳利
□デザイン／金子涼子　□イラスト／石坂香
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□制作／株式会社お母さん業界新聞社（お母さん大学）
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□お母さん大学学費（お母さん記者）／年間 6000 円（新聞・送料込）
□お母さん業界新聞（購読のみ）／年間 6000 円（新聞・送料込）

ーお母さん大学とお母さん業界新聞についてー
　「お母さん大学」は、お母さんの学びと交流の場。新聞（お母さん業界新聞）
＋ WEB（お母さん大学サイト）＋活動（百万母力プロジェクト）で発信、
一人のお母さんから百万人のお母さんへ、お母さんの笑顔をつないでいま
す。お母さん大学のテキストでもある「お母さん業界新聞」はフツーのお
母さん（MJ 記者）が発信する、お母さんのための共感新聞。新聞配布は
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から選択。郵便振替・銀行振込も可能です。
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息子に見せる、自由な背中
中 村 淳 也 さん（静岡市）

パパの笑顔で子どもと街を元気に！
にこパパネット（大阪市）
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＼ 手軽にオシャレに手前味噌 ／
新発売

約 

２
kg
仕
上
が
り

サクッと仕込めて、
驚くほどスマート！　
少量仕上がりなので、
初めての方にもおすすめです。

【商品詳細】蒸し大豆…800g、米麹…650g、天日塩…220g、種味噌…200g、熟成用の袋…1 枚 
※蒸し大豆は、生大豆 400g 分です。水分量等の影響により、内容量に誤差が生じる場合がございます。
● 要冷凍（－ 18℃以下で保存）※天日塩と熟成用の袋は、到着後常温保管。　● 仕込み期限約 30 日

□ 大豆は、プロが絶妙な蒸し加減でお届け！
□ 大豆と米は国産、塩は天日塩を使用。
□ 容器や重石不要！かわいいロゴマーク付きの袋で熟成！

ご注文は
EC サイトから

3,240円（税込）
＋クール送料は、エリアごとに異なります

（税込 1,100 円～ 2,310 円）。コンビ二決済・
キャリア決済、銀行振込は、別途手数料が
かかります。詳しくは、EC サイト参照。

ハプニングも
笑い話にできる幸せ

＊取材後記＊子どもを中心として仕事や住居を
考えつつも、ご自身が生活を楽しんでいることが
かっこいいし、うらやましい。家族のためにと何か
を我慢するのではなく、人生地図を自分でデザイ
ンしていく姿、めっちゃ尊敬します！ （青柳伶旺）
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アンマー（かりゆし 58）／カラオケでは「マザコン？」と聞かれるほど母へ向けた歌詞の良さ。
結婚式では、早くに父を亡くし女手一つで育ててくれた母と、この曲で一緒に歩いた（脇門卓矢）
旅立ちの日に（合唱曲）/ 子どもの中学の卒業式で聞いて感動。実は地元の中学の
先生が作詞作曲した曲だったことを知って、より思い入れが深くなった（田端克政）
TRAIN-TRAIN（THE BLUE HEARTS）／学生時代の懐かしい曲。仕事に疲れ
たときに聴くと気持ちがリフレッシュ。前向きになれる（高橋建二）
What Makes You Beautiful （One Direction）／娘の結婚式で娘夫婦の友人たちがフラッシュ
モブでダンスを披露してくれた。娘の幸せそうな笑顔が目に焼き付いている（宇賀利行）
flower（L’Arc ～ en ～ Ciel）／昔バンドをやっていた頃の好みが今でも抜け
ない。ラブソングなんだけど、バラードじゃないって所がポイント（佐藤博）
Runaway（ボン・ジョヴィ）／バイト代貯めて最初に手にしたレコードアルバム。
小遣い全部音楽に注ぎ込んでいたな〜。洋楽にどっぷりの毎日でした（木村康広）
Progress（スガシカオ）／なりたかった自分にはなれなかったけど、今日
まで一生懸命やってきた自分を肯定してくれるやさしさ（野村美史）
君のために作った歌（松山千春）／ 20 年くらい前、會津風雅堂で目の前で本
人の声を聴いてとても感動し、それ以来心をつかまれたままです（志摩宙人）
Just The Two Of Us （Bill Withers）／とにかく歌詞。好きなフレーズは「2 人だけで大
丈夫さ  あの空に城を築こうか」。彼女にプロポーズしようと心に決めた曲（福澤諸成）
Seasons of Love（RENT) ／小学生の頃、留学先の沖縄で聞いた。当時は意味もわからなかっ
たが、父となり「一年を感じた愛の数で計る」という歌詞がより染みる（青柳伶旺）
銀河鉄道の夜（銀杏 BOYZ）／仲の良い仲間と文化祭で演奏した曲。
通学時によく聞いていたので、希望に満ちた大学時代が蘇る（奥翔吾）
あいうえーお！のうた（樋口太陽）／娘のお気に入り。イヤイヤが発動したときも
その歌をうたいながら誘導するとうまくいく。大変助かっております（根本祐一郎）
Get Along Together（山根康広）／友人の結婚式で歌った思い出の曲、
何回も練習したので、いつしか十八番に（矢吹康文）
ナキムシのうた（風味堂）／「どうか好きなだけ泣いてください」という
歌詞から、元気をもらえて前向きになれるから好き（安達公弘）
流れ星（スピッツ）／娘がまだ 3 歳の頃、ドライブ中もおとなしくしてくれる
お気に入りの曲だった。口ずさむ姿も愛らしくて、たまらない（岩崎秀夫）
君だけを守りたい（つるの剛士）／『ウルトラマンサーガ』の挿入歌。いつか
子どもにピアノで弾いてあげたいと思って楽譜を探している（鈴木恭之）
やさしいキスをして（DREAMS COME TRUE）／落ち込んでいるときも、テンショ
ン上げたいときも、運転中眠くてしょうがないときも、バッチリ（新田友和）
ただ、ありがとう（MONKEY MAJIK）／ 8 年前、自分たちの結婚式で
使った曲。当時の想いを呼び起こし、2 人の原点に還れる（荻野俊）
歌うたいのバラッド（斉藤和義）／仕事の移動中によく聞く。切ないメロ
ディーと愛の歌詞に家族の顔が思い浮かび、気分が上がるから（樺澤淳）
あ～よかった（花＊花）／結婚式のプロフィールムービーに使用した曲。第 2 子出産
のため、入院しているママが恋しくて、娘は何度も DVD を見て待ちました（菅野裕幸）
ロビンソン（スピッツ）／ラジオで聴いて、とっさにカセットテープに録音した
記憶。イントロのアルペジオがカッコよく、必死にギターで練習した（山本慶隆）
カノン（パッヘルベル）／昔からよく聴く曲で癒される。最近は長女が
ピアノで弾いてくれるようになって、父はうれしい！（西山真吾）
3 月 9 日（レミオロメン）／青春時代によく聞いていた曲であり、0 〜 1 歳児の
息子の子守歌にしていた。いろいろ歌った末に一番寝付きがよかった（酒井良門）
アイノカタチ（MISIA）／受け入れがたい人事異動、辛くどん底な気持ちの中で
救われた曲。家族を想う気持ちを代弁してくれている気がして泣きそう（岡本典久）
想い出がいっぱい（H2O）／娘の誕生日毎に浮かぶ曲。「大人の階段のぼる…」
の歌詞には、少女から大人へ成長していく、父親の複雑な心境に（馬場義之）
終わらない歌（THE BLUE HEARTS）／出会いは中学生。今では、心を奮い立
たせてくれ、前向きにしてくれる自分への応援歌になっている（安武 一征）
ハカ（民謡舞踊）／ニュージーランドのラグビー選手が試合前の儀式で踊るアレ
です。闘争心、誇りと強さが湧き上がる、尊い舞いにテンション爆上げ（伊藤狭雲）
ホール・ニュー・ワールド（ディズニー）／娘が３歳の頃、アラジンを観て
覚えた曲。6 歳の今は、カラオケでデュエット！成長を感じています（長野吉朗）
君は僕の勇気（東野純直）／中学生の頃、初めて好きになった歌。今聞いて
も色あせない。自分もこんな風に力強く爽やかに歌っていきたい（西澤祐介）
奏（かなで）（スキマスイッチ）／年の離れた妹を想って聴いていたが、今は娘を
想う。 妹が婚約し複雑な心境。娘が彼氏を連れてきたら、どうしようか（中村一喜）

お父さん
図鑑 30

お気に入りの一曲
みんなでカラオケに行きたくなりました！


